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【公開番号】特開2020-103813(P2020-103813A)
【公開日】令和2年7月9日(2020.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2020-027
【出願番号】特願2018-247904(P2018-247904)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月30日(2020.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な特別遊技を実行するか否かの判定を行う特別遊技判定手段と、
　識別情報の変動表示を行い、当該変動表示の後に前記判定の結果に対応した識別情報を
停止表示する識別情報表示手段と、
　所定時間にわたり前記変動表示が行われていない場合、デモ演出を実行可能なデモ演出
実行制御手段と、
　前記デモ演出が実行されているときにおいて、遊技者へ所定の注意を促すための注意促
進報知を表示手段において実行可能な注意促進報知実行制御手段と、
　所定の演出音を出力可能な音出力手段と、
　前記所定の演出音の音量調整を行うための音量調整操作手段と、
　前記音量調整操作手段による調整状況の報知を前記表示手段において実行可能な調整状
況報知制御手段と、
　を備え、
　前記音出力手段は、前記音量調整操作手段が操作されると当該操作に伴う調整音を出力
可能であり、
　前記注意促進報知を実行しているときに前記音量調整操作手段が操作されると、前記音
量調整と前記調整状況の報知とを実行可能であって、
　当該調整状況の報知が実行されても前記注意促進報知は終了せずに継続して実行され、
　前記注意促進報知を実行しているときは前記所定の演出音が出力されないが、前記操作
に伴う調整音は出力可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明に係る遊技機は、遊技者にとって有利な特別遊技を実行するか否かの判定を行う
特別遊技判定手段と、識別情報の変動表示を行い、当該変動表示の後に前記判定の結果に
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対応した識別情報を停止表示する識別情報表示手段と、所定時間にわたり前記変動表示が
行われていない場合、デモ演出を実行可能なデモ演出実行制御手段と、前記デモ演出が実
行されているときにおいて、遊技者へ所定の注意を促すための注意促進報知を表示手段に
おいて実行可能な注意促進報知実行制御手段と、所定の演出音を出力可能な音出力手段と
、前記所定の演出音の音量調整を行うための音量調整操作手段と、前記音量調整操作手段
による調整状況の報知を前記表示手段において実行可能な調整状況報知制御手段と、を備
え、前記音出力手段は、前記音量調整操作手段が操作されると当該操作に伴う調整音を出
力可能であり、前記注意促進報知を実行しているときに前記音量調整操作手段が操作され
ると、前記音量調整と前記調整状況の報知とを実行可能であって、当該調整状況の報知が
実行されても前記注意促進報知は終了せずに継続して実行され、前記注意促進報知を実行
しているときは前記所定の演出音が出力されないが、前記操作に伴う調整音は出力可能で
ある、ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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